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【ＦＩ】
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年12月25日(2013.12.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリコーン（メタ）アクリレート粒子を調製するための方法であって、ａ）水および有
機相からなるエマルジョンを得る工程（前記有機相は、（メタ）アクリレート基で末端お
よび／または側鎖が修飾された一般式（Ｉ）を有するオルガノポリシロキサンまたはその
混合物を含み

【化１】

（式中、
Ｒ１＝直鎖または分枝の、飽和、モノ不飽和、または多価不飽和の、直鎖、環状、または
分枝のアルキル、アルコキシ、ポリアルコキシ、ヒドロキシアルキル、ヒドロキシアルコ
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キシ、アルケニル、アリール、アリールオキシ、ヒドロキシアリール、ヒドロキシアリー
ルオキシ、アルカリール、アルカリールオキシ、ヒドロキシアルカリール、ヒドロキシア
ルカリールオキシ、アラルキル、アラルコキシ、ヒドロキシアラルキル、またはヒドロキ
シアラルコキシ基から選択される同じまたは異なる基であり、当該基は、任意選択により
１個以上のエーテルまたはエステル架橋を含有し、かつ、１から２０個の炭素原子を有し
、
Ｒ２は以下の式（ＩＩａ）～（ＩＩｊ）の基：
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【化２】
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およびそれらのいずれかの混合物からなる群から選択され、
Ｒ４＝水素またはメチル基であり、
Ｒ３＝同じまたは異なるＲ１またはＲ２基であり、
ａ＝０から１０００であり、
ｂ＝０から２００であり、
ｃ＝０から２００であり、
ａｄ＝０から１０００であり、
ｂｄ＝０から２００であり、
ここで、ｃ＞０である場合に、ａｄおよびｂｄの少なくとも１つは＞０であり、但し、ｂ
およびｃ＝０である場合、Ｒ３はＲ１と同じ基から選択されてはならない）、少なくとも
１種の乳化剤および任意選択により１種以上の共乳化剤の添加を含み、ここで、前記有機
相はエマルジョンの内相を形成する）と、
ｂ）前記内相に基づいて０．１から４０重量％の濃度で外相（水相）に添加されるフリー
ラジカル開始剤の存在下で、前記内相を完全に重合させる工程と、
を含む方法。
【請求項２】
　工程ａ）において、固体状態で安定化されたエマルジョンが得られ、使用される前記乳
化剤が、少なくとも１つの次元においてマイクロスケールまたはナノスケールである粒子
乳化剤であって、シラン、シロキサン、第４級アンモニウム化合物、陽イオンポリマー、
および脂肪酸またはそれらの陰イオンの群からの少なくとも１種の化合物で少なくとも部
分的に疎水化されている、金属酸化物、混合酸化物、窒化物、水酸化物、炭酸塩、ケイ酸
塩、シリコーン樹脂、シリコーンおよび／または有機ポリマーの群から選択されることを
特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　式（Ｉ）におけるＲ１基の７０％超がメチル基であることを特徴とする、請求項１また
は２に記載の方法。
【請求項４】
　ａが０から５００の値をとる式（Ｉ）のシリコーン（メタ）アクリレートが使用される
ことを特徴とする、請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　ｂが０から１００の値をとる式（Ｉ）のシリコーン（メタ）アクリレートが使用される
ことを特徴とする、請求項１から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　ｃが０から１００の値をとる式（Ｉ）のシリコーン（メタ）アクリレートが使用される
ことを特徴とする、請求項１から５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　さらなるコモノマーが、工程ｂ）の前に前記有機相に添加されることを特徴とする、請
求項１から６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　さらなる成分が、工程ａ）において前記有機相に添加されることを特徴とする、請求項
１から７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記有機相が、前記粒子から放出することができる物質を含むことを特徴とする、請求
項１から８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記エマルジョンが、工程ａ）において、有機相および水相の混合物を５０から１００
０ｂａｒの圧力範囲において５０から５００μｍのキャピラリー太さを有する少なくとも
１つの相互作用室に通して、該相互作用室中で該混合物を分散させ、該混合物を出口槽中
に減圧することによって調製されることを特徴とする、請求項１から９のいずれか一項に
記載の方法。
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【請求項１１】
　請求項１から１０のいずれか一項に記載の方法によって得られる、シリコーン（メタ）
アクリレート粒子。
【請求項１２】
　シリコーン（メタ）アクリレート粒子であって、前記粒子がコアシェル構造を有し、前
記シェルが、粒子乳化剤により形成され、請求項１１に記載のシリコーン（メタ）アクリ
レート粒子からなる内部コアを取り囲むことを特徴とする、シリコーン（メタ）アクリレ
ート粒子。
【請求項１３】
　シリコーン（メタ）アクリレート粒子であって、前記粒子がコアシェル構造を有し、前
記シェルが、無機粒子から形成されるか、表面が改質されているポリマーシェルであり、
請求項１１に記載のシリコーン（メタ）アクリレート粒子からなる内部コアを取り囲むこ
とを特徴とする、シリコーン（メタ）アクリレート粒子。
【請求項１４】
　前記粒子から放出される物質を含むことを特徴とする、請求項９に記載の方法によって
得られるシリコーン（メタ）アクリレート粒子。
【請求項１５】
　コーティング材料、接着材料、密封材料、ポリマー、消泡剤、湿潤および／もしくは平
滑化助剤、化粧品、医薬製剤、ケア製品、または清浄用組成物および／もしくは洗剤組成
物における、あるいは固体および／または液体基質の界面特性を改質するための用途にお
ける、単独での、あるいは粉末もしくは分散液の形態のさらなる粒子、顔料、および／ま
たはさらなる通例の添加剤との混合での、請求項１１から１４のいずれか一項に記載のシ
リコーン（メタ）アクリレート粒子あるいは請求項１から１０のいずれか一項に記載の方
法により調製されるシリコーン（メタ）アクリレート粒子の使用。
【請求項１６】
　請求項１１から１４のいずれか一項に記載のシリコーン（メタ）アクリレート粒子また
は請求項１から１０のいずれか一項に記載の方法により調製されるシリコーン（メタ）ア
クリレート粒子を含む組成物。
【請求項１７】
　水性または有機媒体中のシリコーン（メタ）アクリレート粒子の分散液であって、該分
散液に分散助剤、界面活性剤、および／または増粘剤を添加することが任意選択により可
能であることを特徴とする、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　コーティング材料、接着材料、または密封材料、ポリマー、消泡剤、湿潤助剤および／
または平滑化助剤、化粧品、ケア製品、医薬品、薬剤、洗浄組成物、清浄用組成物および
／または洗剤組成物、疎水化剤、潤滑剤、あるいは剥離剤であることを特徴とする、請求
項１６または１７に記載の組成物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】シリコーン（メタ）アクリレート粒子、その調製方法、およびその使用
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オルガノポリシロキサン（メタ）アクリレート（organopolysiloxiane (met
h)acrylate)粒子、懸濁重合によるその調製、およびその使用を提供する。
【背景技術】
【０００２】
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　シリコーンエラストマーからなる微粉には、化粧品およびトイレタリにおける添加剤と
しての使用、例えばつや消し剤としての使用、皮脂吸収剤または絹のような皮膚感触（sk
infeel）を生じるための吸収剤としての使用、ポリマーおよびラッカーまたはコーティン
グ材料の機械的性質を改良するための（例えば磨耗またはひっかき抵抗性および耐衝撃性
を増すための）添加剤としての使用、および同様に様々な異なる表面の潤滑特性を改良す
るためのブロッキング防止剤としての使用、粉末の流動助剤または分散助剤としての使用
、トナーの添加剤としての使用、ならびに洗浄配合物およびケア配合物におけるマイルド
な研磨剤としての使用が既に見出されている。
【０００３】
　このような粒子の調製のためのいくつかの方法が知られている。原則的には、不規則な
形のシリコーンエラストマー粒子は、特定のバルクエラストマーの摩砕操作によって得る
ことができるが、回転楕円体または球形粒子は、特に粒子の添加剤を加えた（particle-a
dditized）鉱物および配合物の魅力的な触覚特性が所望される場合に性能優位性を一般的
に提供する。一般的には、このような粒子は、反応物液滴内の架橋反応または粒子コア上
へのポリマーの成長／塗布によって調製される。架橋反応は、ヒドロシリル化反応、縮合
反応、脱水素化カップリング反応、またはフリーラジカル重合であってよい。
【０００４】
　ヒドロシリル化からのシリコーン粒子は、例えば、ＵＳ４，７６１，４５４、ＪＰ２０
０３３０１０４７およびＥＰ１０７４５７５に記載されており、シリコーン粒子を調製す
るための加水分解および縮合反応は、ＥＰ１１３００４６、ＷＯ２００６／０１６９６８
、ＪＰ２００３００２９７３、ＵＳ６，７５３，３９９、ＥＰ０７６５８９６およびＥＰ
０７４４４３２に見出すことができる一方、ＵＳ２００４／０１５６８０８は、この目的
のための脱水素化カップリング反応を記載している。最後に、ＤＥ１０２００４０５３３
１４は、フリーラジカル重合によって得られるコポリマーを記載している。
【０００５】
　慣用的な乳化剤および一般の分子フリーラジカル開始剤、例えばＡＩＢＮを使用してナ
ノスケール粒子を得るためのシリコーンアクリレートのミニエマルジョン重合は、文献か
ら知られている（"Polydimethyl Siloxane Latexes and Copolymers by Polymerization 
and Polyaddition in Miniemulsion", Katharina Landfester,Ute Pawelzik, Markus Ant
onietti, Polymer, 46（2005）, 9892-9898）。しかしながら、記載された方法は、所望
の性能特性を有するマイクロスケール粒子を提供せず、例えば、このような粒子は、パー
ソナルケア用途に求められる良好な皮膚感触を達成することはできない。
【０００６】
　固体状態で安定化された水性エマルジョンは、１９０７年にＳ．Ｕ．Ｐｉｃｋｅｒｉｎ
ｇ（"Emulsions", Spencer Umfreville Pickering, Journal of the Chemical Society, 
Transactions （1907）, 91, 2001-2021）により記載されており、凝集に対して特に安定
であるとみなされている。例えば、ＤＥ１０２００４０１４７０４は、発熱性粒子で安定
化されたエマルジョンの調製を記載している。このような安定化固体粒子の性質の好適な
概説は、Ｂｅｒｎｈａｒｄ　Ｐ．Ｂｉｎｋｓの著わした“Ｐａｒｔｉｃｌｅｓ　ａｓ　ｓ
ｕｒｆａｃｔａｎｔｓ－ｓｉｍｉｌａｒｉｔｉｅｓ　ａｎｄ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅｓ”
（Current opinion in colloid & interface science, 7 （2002）, 21-41）に見出し得
る。先行技術は、例えばＦＲ２８０８７０４に記載された半球状に改質された表面を有す
る両親媒性粒子である、いわゆる「Ｊａｎｕｓ粒子」も含む。エマルジョン安定化に特に
適した粒子は、ナノスケールの主に無機粒子、例えばシリカ粒子であり、これは、Ｇｒａ
ｃｅ　Ｄａｖｉｓｏｎから水性ゾルおよび分散液の形態の「ＬＵＤＯＸ（登録商標）」と
して市販されている。ＵＳ３，６１５，９７２（1967）は、その後の重合を伴ったメチル
メタクリレートのエマルジョン安定化のためのＬＵＤＯＸ（登録商標）粒子の使用を初め
て記載した。安定化作用に関する文献で論じられているメカニズムは、粒子の凝集および
水／油の界面における凝集物の高濃度化である（"The mechanism of emulsion stabiliza
tion by small silica （LUDOX（登録商標）） particles", Helen Hassander, Beatrice
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 Johansson, Bertil Tornell, Colloids and Surfaces, 40, （1989）, 93-105）。
【０００７】
　水にやや溶けにくいまたは水に溶けない反応物のピカリング（Pickering）エマルジョ
ンの懸濁重合は、現在の技術水準によれば、油相に溶解したフリーラジカル開始剤を用い
て開始されなければならず、例えば単一のモノマーとしてのスチレンとともに水溶性フリ
ーラジカル開始剤を使用することにより、不完全な反応および凝集がもたらされる（"Pic
kering stabilized miniemulsion polymerization: Preparation of clay armoured late
xes", Severine Cauvin, Patrick J. Colver, and Stefan A. F. Bon, Macromolecules 2
005, 38, 7887-7889）。分子のフリーラジカル開始剤で開始されるこのような懸濁重合の
場合の欠点は、フリーラジカル開始剤の反応生成物がポリマー中に残存し、例えば、有害
臭によりあるいは刺激性または毒性により知覚できるようになり得ることである。
【０００８】
　シリコーン粒子の調製について記載される方法には、ヒドロシリル化、フリーラジカル
重合、乳化された前駆体の脱水素化カップリングまたは縮合、噴霧プロセス、およびその
後の即時の架橋を伴う適切な媒体中への前駆体の注入が含まれる。
【０００９】
　このようにして調製される粒子は、主に、該粒子が易流動性（free-flowing)粉末とし
ては得られず、したがって、取り扱いが難しく、即ち、例えば投与が難しく、高度な複雑
性を伴う場合にだけしか特定の配合物において均質化することができないという欠点を有
する。さらに、それらは、通常、元素の周期表の遷移８族の元素をしばしば含むある割合
の架橋触媒、乳化剤、および場合によりさらなる加工助剤を含有する。化粧品配合物、お
よび同様に清浄用製品およびケア製品においては、これは所望されていないか、あるいは
少なくとも問題がある。
【００１０】
　先行技術により調製される粒子のさらなる欠点は、ポリジメチルシロキサン様粒子表面
は改質が困難であることである。
【００１１】
　しかしながら、異なる技術的要件に粒子を適合させることができるために、即ち、例え
ば、様々なマトリックスへのそれらの結合を可能とし、あるいは配合物への加工性を促進
するまたは実際に可能にするために、これはしばしば望ましい。
【００１２】
　これらの欠点のいくらかは、複合粒子により克服することができる。複合粒子は、本明
細書では、コアシェル粒子、および追加の固体が組み込まれている粒子を意味する。
【００１３】
　例えば、ＵＳ４，９４６，８９３（ＥＰ０３１９８２８）は、水相中のヒドロシリル化
反応により無機粒子を充填したシリコーン粒子の調製を記載しており、ＵＳ５，１７６，
９６０は、疎水化ＳｉＯ２をジオルガノポリシロキサンと混合した後に噴霧乾燥により硬
化させることにより高充填かつ機械的に耐久性のあるシリコーン粒子の調製を記載してい
る。
【００１４】
　対照的に、コアシェル粒子は、所望の性能特性に影響を与える表面性質の（場合によっ
ては制御された）改質を可能にする。
【００１５】
　コアシェル粒子の調製法および使用によれば、それらの粒径はナノメーターまたはマイ
クロメーター範囲内であってよい。コアシェル粒子は、例えば、文献の方法により調製可
能であり、例えば、ＥＰ０６６１３３４は、オルガノポリシルセスキオキサン樹脂で表面
コートしたシリコーン粒子およびそれらの調製を記載しており、ＵＳ２００６／００８４
７５８は、より微細なシリコーン粒子で表面改質したシリコーン粒子の調製を記載してお
り、後に水相のＳｉＯ２でコートしたシリコーン粒子は、ＥＰ００７９３２２、ＥＰ５４
８７６２４、およびＥＰ０５１６０５７に見出すことができる。さらに、ＥＰ００７９３
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２２は、油相を用いてＳｉＯ２で表面コートしたシリコーン粒子を記載している。シリコ
ーンポリマーコアおよび有機ポリマーシェルを有するコアシェル粒子は、ＤＥ１０２００
４０４７７０８およびＤＥ１０２００４０２２４０６（ＥＰ０８８２１０５における水性
コーティング材料における使用、およびＥＰ０８５２６１０における粉末コーティングに
おける使用）に記載されている。
【００１６】
　さらに、無機コアおよびシリコーンシェルを有するコアシェル構造に関する多数の文献
があり、例えば、ＥＰ０８２２２３２およびＥＰ０４３３７２７がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　コアシェル粒子を得るためのこれらの方法の欠点は、それらが、時間がかかり、エネル
ギー集約型で、多段階工程であることである。
【００１８】
　本発明の目的は、先行技術の粒子の１つの欠点または複数の欠点を有さないシリコーン
（メタ）アクリレートを提供すること、およびプロセスの経済性の点からみて好ましくは
有利である別の方法を提供することである。調製された粒子は、好ましくは、球状形態を
有し、粉末として易流動性でなければならない。さらに、調製された粒子は、できる限り
、乳化剤、架橋触媒（特に元素の周期表の遷移８族の元素およびスズ塩を含有する触媒）
およびさらなる加工助剤を含むべきではない。好ましい粒子は、異なるマトリックスまた
は媒体との相溶化および／またはこれらのマトリックスへの接着に役立つことができる、
さらなるその後の特に簡単な粒子表面の改質（modification)も可能でなければならない
。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　この目的は、好ましくは水相に添加される水溶性フリーラジカル開始剤による、（メタ
）アクリレート基で修飾されたオルガノシロキサンの好適なモノマーまたはオリゴマーま
たはマクロモノマーの水性エマルジョン（該水性エマルジョンは固体状態で安定化され得
る）の懸濁重合により達成される。
【００２０】
　驚くべきことに、慣用の不飽和モノマー（例えば、スチレン、メチルメタクリレート）
について先行技術で記載されているように、水相に溶解した無機フリーラジカル開始剤を
用いてシリコーン（メタ）アクリレートおよび任意選択により添加される有機コモノマー
および／またはさらなる物質の水性エマルジョンを重合し、凝集を生じずに球状粒子が得
られることが懸濁重合において可能であることが見出された。ピカリングエマルジョンま
たは分子乳化剤および／または界面活性剤により安定化された慣用のエマルジョンのいず
れかを使用することが可能である。
【００２１】
　したがって、本発明は、請求項１に記載のシリコーン（メタ）アクリレート粒子の調製
方法を提供し、この方法は、モノマーシリコーン（メタ）アクリレートおよび任意選択に
より有機不飽和コモノマー、ならびにエマルジョンを安定化する乳化剤および１種以上の
共乳化剤（coemulsifires)を含む水性エマルジョンを、水相に添加されたフリーラジカル
開始剤を用いて重合することを特徴とする。
【００２２】
　本発明は、このように調製されたシリコーン（メタ）アクリレート粒子およびそれらの
使用も提供する。
【００２３】
　本発明の方法は、例えば、油溶性フリーラジカル開始剤の場合のように、水溶性フリー
ラジカル開始剤で重合が開始される場合、開始剤の反応生成物がポリマー中に残らないと
いう利点を有する。これは、化粧品、食品包装、医薬品などのセクターにおける用途に有
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利である。
【００２４】
　本発明の方法は、用途において後に悪影響を及ぼし、ゆえに複雑な方法で再度除去され
なければならないであろう慣用の乳化剤はピカリングエマルジョンの懸濁重合によるシリ
コーン（メタ）アクリレート複合粒子の調製には必要ではないという利点も有する。
【００２５】
　さらに、本発明のコアシェルシリコーン（メタ）アクリレート粒子または本発明により
調製されるものは、この目的のためにその後の表面処理が必要ではないほどに良好な易流
動性を有し得る。
【００２６】
　発明であるシリコーン（メタ）アクリレート粒子を調製するための本発明による方法お
よびその使用が、本発明がこれらの例示的な実施形態に限定される意図を何ら伴わず、以
下の実施例を用いて記載される。
【００２７】
　範囲、一般式、または化合物のクラスが、本明細書で記載される場合、これらは、明確
に言及された特定の範囲または化合物の群のみならず、個々の値（範囲）または化合物を
選択することにより得ることができるすべての部分範囲および化合物の下位群も包含する
ものである。本明細書の文脈において文献が引用される場合、それらの内容は、本発明の
開示内容に完全に組み込まれるものである。２種以上の異なる単位を有することができる
化合物、例えば有機修飾ポリシロキサンが、本発明の文脈で記載される場合、これらの単
位は、ランダム分布（ランダムオリゴマーまたはポリマー）または規則的な形態（ブロッ
クオリゴマーまたはブロックポリマー）でこれらの化合物中に存在することができる。こ
のような化合物中の単位の数に関する数字は、すべての適当な化合物での平均と解釈され
るべきである。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　シリコーン（メタ）アクリレート粒子を調製するための本発明による方法は、
ａ）水および有機相からなるエマルジョンを得る工程（前記有機相は、（メタ）アクリレ
ート基で末端および／または側鎖が修飾された一般式（Ｉ）を有するオルガノポリシロキ
サンまたはその混合物を含み
【化１】

（式中、
Ｒ１は、直鎖または分枝の、飽和、モノ不飽和、または多価不飽和の、直鎖、環状、また
は分枝のアルキル、アルコキシ、ポリアルコキシ、ヒドロキシアルキル、ヒドロキシアル
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コキシ、アルケニル、特にビニル、アリール、アリールオキシ、ヒドロキシアリール、ヒ
ドロキシアリールオキシ、アルカリール、アルカリールオキシ、ヒドロキシアルカリール
、ヒドロキシアルカリールオキシ、アラルキル、アラルコキシ、ヒドロキシアラルキルま
たはヒドロキシアラルコキシ基から選択される同じまたは異なる基であり、当該基は任意
選択により１個以上のエーテルまたはエステル架橋を含有し、かつ、１から２０個の炭素
原子を有し、好ましくは、直鎖または分枝の、飽和、モノ不飽和、または多価不飽和の、
直鎖、環状、または分枝のアルキル、アリール、アルカリール、またはアラルキル基から
選択される同じまたは異なる基であり、当該基は任意選択により１個以上のエーテルまた
はエステル架橋を含有し、かつ、１から２０個の炭素原子を有し、好ましくは、メチルま
たはフェニル基であり、
Ｒ２は、同じまたは異なる、二価の、任意選択によりＯＨ－官能化された炭化水素基であ
り、当該基は、任意選択により１個以上のエーテルまたはエステル架橋を含有し、Ｓｉ－
Ｃ結合またはＳｉ－Ｏ－Ｃ結合を介してケイ素原子に結合し、かつ、１から２０個の炭素
原子を有し、当該基には、重合可能な二重結合を含まない、１から５個のアクリル酸およ
び／またはメタクリル酸単位、および、任意選択により、２から１０個の炭素原子を有す
るモノカルボン酸単位がエステル結合を介して結合しており、好ましくは、直鎖または分
枝の脂肪族、芳香族、または環状炭化水素架橋であり、当該架橋は、１個以上のエーテル
および／またはエステル官能基により中断されてもよく、任意選択により１個以上のＯＨ
官能基を有することがあり、
Ｒ３は、同じまたは異なるＲ１またはＲ２基であり、
ａは、０から１０００であり、
ｂは、０から２００であり、
ｃは、０から２００であり、好ましくはｃ＝０であり、
ａｄ＝０から１０００であり、
ｂｄ＝０から２００であり、
ここで、ｃ＞０である場合に、指数ｄは整数＞０であり、但し、ｂおよびｃ＝０である場
合、Ｒ３は、Ｒ１と同じ基から選択されてはならない）、少なくとも１種の乳化剤、好ま
しくは固体状態の乳化剤（微粒子乳化剤）、および任意選択により１種以上の共乳化剤の
添加を含み、ここで、前記有機相は、エマルジョンの内相を形成する）と、
ｂ）内相に対して０．１から４０重量％、好ましくは０．５から２５重量％、より好まし
くは１から１０重量％の濃度で外相（水相）に添加されるフリーラジカル開始剤の存在下
で、内相を完全に重合させる工程と、を含む。完全な重合が、懸濁重合の形態でこのよう
に実施される。
【００２９】
　ａ、ｂおよびｃの数値は、好ましくは統計的平均値である。指数ｄは、整数指数項（連
続する変数）である。
【００３０】
　Ｒ２において規定された炭化水素架橋は、例えば、アルキレン、アルケニレン、アルコ
キシレン、ポリアルコキシレン、ヒドロキシアルキレン、ヒドロキシアルコキシレン、ア
リーレン、アリールオキシレン、ヒドロキシアリーレン、ヒドロキシアリールオキシレン
、アルキルアリーレン、アルカリールオキシレン、ヒドロキシアルカリーレン、ヒドロキ
シアルカリールオキシレン、アラルキレン、アラルコキシレン、ヒドロキシアラルキレン
またはヒドロキシアラルコキシレン基であり得る。
【００３１】
　使用される乳化剤は、すべての通例の乳化剤であり得る。それらは、陰イオン性、陽イ
オン性、または非イオン性の界面活性物質であり得る。
【００３２】
　典型的な乳化剤は、例えば、好ましくは１０から１８個の炭素原子の鎖長を有するアル
キル硫酸塩、好ましくは疎水性基中に１０から２４個の炭素原子を有し、かつ、最大４０
個のエチレンオキシドまたはプロピレンオキシド単位を有するアルキル－およびアリール
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エーテル硫酸塩、好ましくは１０から２４個の炭素原子を有するアルキル－およびアルキ
ルアリールスルホン酸塩、アルキルジフェニルオキシドジスルホン酸塩、オレイン酸スル
ホン酸塩、スルホコハク酸と一価アルコールまたはアルキルフェノールとのエステルおよ
びモノエステル、好ましくは１０から１８個の炭素原子の鎖長を有するアルキルおよびア
ルケニル炭酸塩、それぞれ４から４０個のエチレンオキシド単位を有するポリグリコール
エーテルおよびアルキルアリールポリグリコールエーテル、好ましくは１２から２０炭素
原子を有するアルキルおよびアルケニルアルコール、好ましくは１２から２０個の炭素原
子を有するエトキシル化アルキルおよびアルケニルアルコール、ならびにエトキシル化ア
ルキルフェノールである。化粧用途に適する乳化剤系は、特に、例えばＴＥＧＯ（登録商
標）Ｃａｒｅ　ＰＬ４またはＡＢＩＬ（登録商標）Ｃａｒｅ８５の名称でＥｖｏｎｉｋ　
Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ　ＧｍｂＨにより供給される、シリコーン油の乳化に一般的に役
立つ乳化剤系である。特に、例えば、ＤＥ１０２００５０１１７８５Ａ１に詳述された、
化粧用途から知られた乳化剤および界面活性剤を使用することができる。
【００３３】
　工程ａ）において固体状態で安定化されたエマルジョンが得られる場合が有利であり得
る。この目的のため、使用される乳化剤は、好ましくは、少なくとも１つの次元（dimens
ion)がナノスケールであるナノスケール粒子またはナノ構造粒子もしくはナノ対象物（na
noobject)であり、これらは、より好ましくは、金属酸化物、混合酸化物、窒化物、水酸
化物、炭酸塩、ケイ酸塩、シリコーン樹脂、シリコーンおよび／または有機ポリマーの群
から選択され、これらは、好ましくは、例えば、シラン、シロキサン、第４級アンモニウ
ム化合物、陽イオンポリマー、および脂肪酸またはその陰イオンの群からの少なくとも１
種の化合物で少なくとも部分的に疎水化されている。粒子乳化剤の使用ゆえに、シリコー
ンアクリレート複合粒子、特にコアシェルタイプのものを調製することが本発明の方法に
より可能である。これらは、コア中の重合したシリコーンアクリレートおよびシェルとし
ての粒子乳化剤を含む。本発明の文脈においては、ナノ対象物は、１、２、または３外形
次元（external dimensions)においてナノスケールであり、好ましくは少なくとも１つの
次元が１から１００ｎｍのサイズを有する材料、例えば、ナノプレートレット（nanoplat
elets)、ナノロッド（nanorods)、およびナノ粒子である材料を意味するものと理解され
る。本発明においては、ナノ構造粒子は、内部ナノスケール構造を有する材料または粒子
を指す。典型的な代表は、例えば、ナノ対象物の凝集体および凝集塊である。
【００３４】
　特に好ましい粒子乳化剤は、＜１０００ｎｍ、好ましくは＜５００ｎｍ、より好ましく
は１から１００ｎｍの少なくとも１つの次元での平均一次粒子サイズを有する。一次粒子
サイズは、既知の方法で求め得る。一次粒子サイズは、好ましくは、透過型電子顕微鏡写
真の光学的評価により求める。
【００３５】
　粒子乳化剤は、それ自体でまたは分散液もしくはゾル、特に水性分散液もしくはゾルの
形態で本発明による方法において使用し得る。
【００３６】
　特に粒子乳化剤を使用する場合、本発明による方法の工程ａ）において、乳化剤の調製
が１種以上の共乳化剤を添加して実施される場合が有利であり得る。本発明による方法に
おいて使用される共乳化剤は、特に、固体状態の乳化剤粒子と相互作用する化合物、好ま
しくは固体状態の疎水化性（hydrophobizing）乳化剤粒子に結合する化合物であり得る。
本発明による方法においては、使用される共乳化剤は、特に、陽イオン界面活性剤の群か
ら選択される化合物であり得る。使用される陽イオン共乳化剤は、特に、陽イオンアンモ
ニウム化合物であり得る。このような化合物は、例えば、Ｅｖｏｎｉｋ　Ｇｏｌｄｓｃｈ
ｍｉｄｔ　ＧｍｂＨから、ＶＡＲＩＳＯＦＴ（登録商標）４７０Ｐ、ＶＡＲＩＳＯＦＴ（
登録商標）ＴＣ－９０、ＶＡＲＩＳＯＦＴ（登録商標）１１０、ＡＲＯＳＵＲＦ（登録商
標）ＴＡ－１００、ＡＤＯＧＥＮ（登録商標）４４２－１００Ｐ、ＡＤＯＧＥＮ（登録商
標）４３２、ＡＤＯＧＥＮ（登録商標）４７０、ＡＤＯＧＥＮ（登録商標）４７１、ＡＤ
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ＯＧＥＮ（登録商標）４６４、ＶＡＲＩＱＵＡＴ（登録商標）Ｋ３００、ＶＡＲＩＱＵＡ
Ｔ（登録商標）Ｂ３４３、ＶＡＲＩＱＵＡＴ（登録商標）８０ＭＥ、ＲＥＷＯＱＵＡＴ（
登録商標）３６９０、ＲＥＷＯＱＵＡＴ（登録商標）ＷＥ１５、ＲＥＷＯＱＵＡＴ（登録
商標）ＷＥ１８、ＲＥＷＯＱＵＡＴ（登録商標）ＷＥ２８、またはＲＥＷＯＱＵＡＴ（登
録商標）ＣＲ３０９９の商標で入手可能である。本発明による方法においては、陽イオン
共乳化剤として臭化または塩化セチルトリメチルアンモニウムを使用することが好ましい
。
　本発明による方法においては、使用される式（Ｉ）のシリコーン（メタ）アクリレート
は、好ましくは、式（Ｉ）におけるＲ１基の７０％超、より好ましくは９０％超、最も好
ましくはすべてがメチル基であるものである。
【００３７】
　一般式（Ｉ）におけるＲ２基は、好ましくは、式（ＩＩａ）から（ＩＩｊ）
【化２】

の基の群から選択される。
【００３８】
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　Ｒ２が規定された基の１つであり、Ｒ４基が水素またはメチル基である場合が特に好ま
しい。Ｒ１基が上記に規定された割合のメチル基であり、Ｒ２基が式ＩＩａからＩＩｊの
基から選択され、Ｒ４基が水素またはメチル基である式（Ｉ）のシリコーン（メタ）アク
リレートを、本発明による方法において使用することが非常に特に好ましい。
【００３９】
　ａが０から５００、好ましくは２から２５０の値をとる式（Ｉ）のシリコーン（メタ）
アクリレートが使用される場合が有利であり得る。
【００４０】
　ｂが０から１００、好ましくは１から５０、優先的には３から２５の値をとる式（Ｉ）
のシリコーン（メタ）アクリレートが使用される場合が同様に有利であり得る。
【００４１】
　ｃが０から１００、好ましくは０から５０、優先的には０の値をとる式（Ｉ）のシリコ
ーン（メタ）アクリレートが使用される場合が同様に有利であり得る。
【００４２】
　ａが０から５００、好ましくは２から２５０の値をとり、ｂが０から１００、好ましく
は１から５０、より好ましくは３から２５の値をとり、ｃが０から１００、好ましくは０
から５０、好ましくは０の値をとり、ａｄおよびｂｄが、ａおよびｂに対応して定義され
る式（Ｉ）のシリコーン（メタ）アクリレートが使用される場合が特に有利であり得る。
【００４３】
　使用されるシリコーン（メタ）アクリレートは、特に、Ｅｖｏｎｉｋ　Ｇｏｌｄｓｃｈ
ｍｉｄｔ　ＧｍｂＨから入手できる製品であるＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ７０５、７０６
、７０８、７０９、７１０、７１１、７１２、７１５、７１６、７１９、７２６、９０２
、２０１５またはＴＥＧＯ（登録商標）Ｒａｄ２１００、２２００Ｎ（シリコーンポリエ
ーテルアクリレート）、２２５０（シリコーンポリエーテルアクリレート）、２３００（
シリコーンポリエーテルアクリレート）、２３５０（シリコーンポリエーテルアクリレー
ト）、２５００（アクリル変性（acrylic-modified)ポリジメチルシロキサン）、２６０
０（アクリル変性ポリシロキサン）、２６５０（アクリル変性ポリシロキサン）または２
７００（アクリル変性ポリシロキサン）であり得る。
【００４４】
　本発明による方法においては、式（Ｉ）のシリコーン（メタ）アクリレートを個別にま
たは混合物として、特にランダム混合物として使用することが可能である。本発明による
方法においては、シリコーン（メタ）アクリレートが、それらの構造および／またはそれ
らの分子量に関して異なる式（Ｉ）のシリコーン（メタ）アクリレートの混合物を使用す
ることが好ましい。
【００４５】
　工程ｂ）の前に、コモノマー、特にエチレン型（ethylenically)またはビニル型（viny
lically)不飽和基を有するコモノマーが有機相に添加される場合が有利であり得る。この
ようなコモノマーは、例えば、ＬＡＲＯＭＥＲ（登録商標）（BASF AG）、ＥＢＥＣＲＹ
Ｌ（登録商標）（Cytec Surface Specialities）またはＤＥＳＭＯＬＵＸ（登録商標）（
Bayer Material Science）のグループ名で販売されているモノ－またはポリ（メタ）アク
リル化有機モノマーまたはオリゴマーであり得る。エチレン型モノ不飽和もしくは多価不
飽和の有機モノマーまたはオリゴマーも、好ましくはビニル基を有するエチレン型不飽和
のオルガノポリシロキサンを意味すると理解されるものである。工程ａ）の前にさらなる
コモノマーを添加することが好ましい。
【００４６】
　工程ｂ）における重合の完了時に、有機コモノマーは、反応してポリシロキサン（メタ
）アクリレートネットワークに共有結合で組み込まれるか、または別のネットワークとし
て存在するかのいずれかであり得る。これらの記載された限定的な場合の混合形態は、同
様に可能であり本発明の部分を形成する。
【００４７】
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　本発明による方法においては、工程ｂ）の前に、好ましくは工程ａ）の前に、陽イオン
基を含有し、かつ、反応基、例えばビニル基、エチレン型不飽和基またはエポキシ基も有
し得るオルガノポリシロキサンを有機内相に添加し得る。陽イオン基を含有し、かつ、反
応基、例えばビニル基、エチレン型不飽和基またはエポキシ基も有し得るオルガノポリシ
ロキサンは、好ましくは、反応混合物全体に対して最大２５重量％、好ましくは最大１０
重量％、より好ましくは最大５重量％の濃度で添加される。
【００４８】
　このように、特定の基質への良好な接着性および分散液の静電的または電気立体的（el
ectrosteric）安定化の両方を達成し得る陽イオン粒子を得ることが可能である。陽イオ
ン基を有するこのようなオルガノポリシロキサンの例は、例えば、ＡＢＩＬ（登録商標）
Ｑｕａｔ３２７２およびＡＢＩＬ（登録商標）３４７４（Evonik Goldschmidt GmbH）で
ある。
【００４９】
　任意選択により、さらなる成分が、工程ａ）において有機相に添加され得る。さらなる
成分は、工程ａ）において有機相または混合物中に溶解または分散され得る。このような
さらなる成分は、機能性成分または非機能性成分であり得る。さらなる成分は、特に、分
散性の固体、例えば無機粒子および／または繊維、例えば、金属酸化物、混合酸化物、窒
化物、水酸化物、炭酸塩、ケイ酸塩、顔料、カーボンブラック、元素、またはアロイのも
の、ならびに／あるいは有機粒子および／または繊維、例えば、シリコーン樹脂、シリコ
ーンまたは有機ポリマーまたはバイオポリマーからなるものであってよく、好ましくは、
但し、充填剤は使用される乳化剤と異なることが条件である。分散性固体は、例えば、沈
降シリカ、珪藻土（diatomaceous earth)（珪藻土（Kieselguhr））、ヒュームドシリカ
、石英粉、二酸化チタン、酸化亜鉛、酸化セリウム、酸化鉄、カーボンブラック、グラフ
ァイト、カーボンナノチューブもしくは繊維、アルミノケイ酸塩、アルカリ土類金属炭酸
塩、三水酸化アルミニウム、二水酸化マグネシウム、または先行技術から知られる他の通
例の固体、およびトリメチルクロロシラン、ヘキサメチルジシラザン、（メタ）アクリロ
イルオキシプロピルトリアルコキシシラン、アミノプロピルトリアルコキシシラン、ポリ
ジメチルシロキサン、Ｓｉ－Ｈ基、または純粋なカルボン酸、キレート剤またはフルオロ
ポリマーを有するポリシロキサンなどの有機ケイ素化合物での表面改質に関して記載され
た物質のいずれかであり得る。これらの固体は、例えば、特定の機械的性質を達成するた
めの充填剤として、ＵＶ安定剤として、顔料として、帯電防止剤として、または強磁性を
達成するために役立ち得る。
【００５０】
　本発明による方法においては、有機相は、任意選択により、好ましくは長期にわたって
粒子から放出され得る材料も含み得る。このような材料は、例えば、化粧用油および活性
成分、香料、活性薬剤成分、例えば銀および銀化合物を含めた活性抗菌成分、ならびに同
様に染料および保存料であり得る。本発明による方法の工程ａ）において、その平均液滴
サイズが０．０１から１０００μｍ、好ましくは０．１から５００μｍ、より好ましくは
１から１００μｍに調節されるエマルジョンが得られる場合が有利であり得る。
【００５１】
　液滴サイズは、視野（少なくとも１０×１０個の液滴が視野に存在しなければならない
）においてそれぞれの場合で最小および最大液滴の直径を測定することによって、光学顕
微鏡（下限値として約１μｍまで）を用いて測定することができる。さらに、当業者によ
く知られている静的光散乱法および動的光散乱法によって、液滴サイズ分布を求めること
が可能である。これは、完全に重合した粒子の分散にも当てはまり、さらに、粒子サイズ
分布を、当業者によく知られている走査電子顕微鏡写真または透過型電子顕微鏡写真を用
いて求めことができる。
【００５２】
　エマルジョンは、好ましくは、５０から５００μｍのキャピラリーの太さ（内径）で、
好ましくは５０から１０００ｂａｒ、好ましくは１００から８００ｂａｒ、より好ましく
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は２００から６００ｂａｒの圧力で、少なくとも１つの相互作用室（interaction chambe
r）に有機および水相を含む混合物を通してこの混合物を分散し、次いで混合物を周囲圧
力に、例えば出口槽（outlet reservoir）中に減圧することによって、工程ａ）において
調製される。これによって、好ましくは、前述の好ましい液滴サイズの１つが形成される
。直列に接続された２つ以上の相互作用室が使用される場合が有利であり得る。本方法に
おいて、所望の液滴サイズを、より容易に形成し得る。相互作用室中のエマルジョンの調
製は、明確な参照がなされたＵＳ２００４－００６３８１８およびＤＥ１００１１５６４
に詳細に記載されている。エマルジョンを調製するために適した装置は、例えばＭｉｃｒ
ｏｆｌｕｉｄｉｃｓによってＭｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚｅｒの名称で供給されている。
【００５３】
　液滴が好ましくは球状形態を有する好ましい範囲内の液滴サイズを有するエマルジョン
を得るためには、共乳化剤を添加する場合に、予備エマルジョンＶ１が成分工程ａ１）に
おいて調製されるまで共乳化剤を添加しないことが有利であり得る。この予備エマルジョ
ンＶ１は、例えば、高剪断力（ローター－ローターシステム（rotor-rotor system）を用
いて可能であるような）を適用して、式（Ｉ）のシリコーン（メタ）アクリレート、水お
よび乳化剤、好ましくは粒子乳化剤、より好ましくはナノ粒子ＳｉＯ２、最も好ましくは
Ｇｒａｃｅ　ＤａｖｉｓｏｎのＬＵＤＯＸ（登録商標）ＳＭ－ＡＳの混合物を乳化するこ
とによって得ることができる。好適なローター－ローターシステムは、例えば、Ｓｙｍｅ
ｘによりＣｏ－Ｔｗｉｓｔｅｒホモジナイザーとして供給される。
【００５４】
　予備エマルジョンＶ２の調製においては、共乳化剤が、工程ａ２）において予備エマル
ジョンＶ１に添加される。共乳化剤は、純粋な材料として、または溶液、例えば水溶液の
形態で添加することができる。予備エマルジョンＶ１への共乳化剤の添加によって、予備
エマルジョンＶ１中に存在する小滴の液滴サイズが効果的に固定される。したがって、共
界面活性剤の添加の時間によって、液滴サイズ分布が構成される。他のパラメーターのう
ちで、添加される乳化剤および共乳化剤の量は、エマルジョンの液滴サイズ分布を前もっ
て設定するのに使用することができる。粒子乳化剤と共乳化剤との重量比は、好ましくは
１００：１から１：１、好ましくは５０：１から３：１である。
【００５５】
　続いて、工程ａ２）において得られる予備エマルジョンＶ２を工程ａ３）における相互
作用室を有するホモジナイザー中に分散する。エマルジョンは、好ましくは、５０から５
００μｍのキャピラリーの太さ（内径）で、好ましくは５０から１０００ｂａｒ、好まし
くは１００から８００ｂａｒ、より好ましくは２００から６００ｂａｒの圧力で、少なく
とも１つの相互作用室に有機および水相を含む混合物を通してこの混合物を分散し、次い
で混合物を周囲圧力に、例えば出口槽中に減圧することによって、工程ａ）において調製
される。この過程で、上記の好ましい液滴サイズの１つが、好ましくは形成される。直列
に接続された２つ以上の相互作用室が使用される場合が有利であり得る。このように、所
望の液滴サイズは、特に簡単な方法で形成され得る。好適なホモジナイザーの一例は、Ｍ
ｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｃｓによりＭｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚｅｒの名称で供給されるもの
である。
【００５６】
　本発明による方法の工程ａ３）においては、相互作用室の少なくとも１つが１００から
３００μｍのキャピラリーの太さを有する相互作用室を使用することが好ましい。本発明
による方法の工程ａ）において、相互作用室の少なくとも１つが、好ましくはすべてが、
少なくとも１つの偏向ベンド（deflecting bend）を有する相互作用室を使用することが
特に好ましい。
【００５７】
　成分工程ａ１）からａ３）の実施および成分工程ａ３）における相互作用室を有するホ
モジナイザーの使用により、特に簡単な方法で所望の粒子サイズ分布を有する球状液滴を
調製することが可能である。
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【００５８】
　工程ｂ）における重合は、水相に添加されるフリーラジカル開始剤または開始剤系によ
って開始される。方法工程ｂ）は、高温で行われ得るが、好ましくは室温で実施される。
方法工程ｂ）を撹拌しながら実施することが好ましい。その他の点では、工程ｂ）におけ
る重合は、先行技術に記載された慣用方法で実施され得る。
【００５９】
　使用されるフリーラジカル開始剤は、フリーラジカル開始剤として好適な通例の化合物
であり得る。可能なフリーラジカル開始剤は、例えば、ペルオキソ二硫酸塩、例えばペル
オキソ二硫酸アンモニウムもしくはカリウム、過酸化水素、ｔ－ブチルヒドロペルオキシ
ドなどのアルキルヒドロペルオキシド、またはペルオキソ二リン酸アンモニウムもしくは
カリウムであり得る。これらの場合においては、開始は、例えば、温度を増加させること
により実施することができる。使用されるフリーラジカル開始剤は、好ましくは、好適な
場合、触媒分解作用を有する重金属塩、例えば銅塩または鉄塩と一緒に、低温、好ましく
は＜７０℃、好ましくは＜４５℃、より好ましくは＜３０℃の温度でも作用するレドック
ス系でもあり得る。フリーラジカル開始剤として使用される好ましいレドックス系は、例
えば、少なくとも１種の還元剤、例えば、亜硫酸水素ナトリウムなどの亜硫酸水素アルカ
リ金属、亜ジチオン酸ナトリウムなどの亜ジチオン酸アルカリ金属、ホルムアルデヒドジ
スルホキシル酸ナトリウム、あるいはアスコルビン酸との組み合わせでの、ペルオキソ二
硫酸アンモニウムまたはカリウムなどのペルオキソ二硫酸塩、ペルオキソ二リン酸アンモ
ニウムまたはカリウムなどのペルオキソ二リン酸塩、過酸化水素、またはｔ－ブチルヒド
ロペルオキシドなどのアルキルヒドロペルオキシドであり得る。いくつかの場合において
は、フリーラジカル開始剤をフリーラジカル移動剤（transferrer）と一緒に使用される
場合が有利であり得る。好ましいフリーラジカル移動剤は、例えば、アセチルアセトン、
アセトンなどであり得る。このような系は、フリーラジカル開始剤として周知であり、乳
化重合の分野における先行技術である。さらに、例えば酸性基、例えば硫酸水素塩の基の
形成の結果としてのｐＨ変化を吸収するために、このようなフリーラジカル開始剤、特に
レドックス系に基づくものに緩衝系を添加することが可能である。このような緩衝系、例
えば炭酸またはリン酸緩衝液は、同様に長期に知られており、先行技術である。リン酸緩
衝液を使用することが好ましく、約ｐＨ７の範囲にｐＨを安定化する緩衝液、例えばリン
酸水素二アルカリ金属、特にリン酸水素二カリウム（酸性基、例えば硫酸水素塩を形成す
る場合）、またはリン酸水素二カリウムなどのリン酸水素二アルカリ金属とリン酸二水素
カリウムなどのリン酸二水素アルカリ金属との組合せが、特に好ましい。
【００６０】
　重合工程ｂ）の実施後、得られる粒子を懸濁液から除去することが有利であり得る。こ
の目的のためには、例えば、水が、通例の方法、例えば、ろ過または遠心分離によって除
去することができる。乾燥操作を促進するためには、例えばエタノールで粒子を洗浄する
ことが有利であり得る。
【００６１】
　粒子が合成後に表面改質される場合が有利であり得る。表面改質は通例の方法で実施し
得る。粒子がコアシェル粒子であって、シェルが半金属／金属酸化物、特にＳｉＯ２を含
む場合、官能性粒子を得るために、例えば、トリメチルクロロシラン、ジメチルジクロロ
シラン、もしくはヘキサメチルジシラザンまたはα－官能性シランやカルボン酸などを含
むさらなる官能性シランを用いて、当業者に知られた方法により、表面を改質することが
できる。表面を、無機化合物および元素、例えば銀で覆うことも同様に可能である。この
ようにして、殺菌性粒子が得られる。
【００６２】
　改質剤が、改質される表面と共有結合、イオン結合、または配位結合または水素結合を
作ることができる少なくとも１種の官能基を有する場合は特に有利であり得る。これらの
官能基は、例えば、カルボン酸基、酸塩化物基、エステル基、ニトリルおよびイソニトリ
ル基、ＯＨ基、ＳＨ基、エポキシ基、無水物基、酸アミド基、第１級、第２級、および第
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３級アミノ基、Ｓｉ－ＯＨ基、加水分解性シラン基（Si－OR）、またはＣＨ－酸性部分（
例えば、β－ジカルボニル化合物、例えばアセチルアセトン、２，４－ヘキサンジオン、
３，５－ヘプタンジオン、ジアセチル酢酸またはアセト酢酸におけるような）であり得る
。このタイプの２種以上の基が、改質剤（例えば、ベタイン、アミノ酸、例えば、グリシ
ン、アラニン、β－アラニン、バリン、ロイシン、イソロイシン、アルギニン、およびア
ミノカプロン酸）中に、および同様にＥＤＴＡ中に存在することも同様に可能である。表
面改質のためのカルボン酸は、例えば、脂肪酸、ギ酸、酢酸、プロピオン酸、酪酸、ペン
タン酸、ヘキサン酸、アクリル酸、アジピン酸、コハク酸、フマル酸、イタコン酸、ステ
アリン酸、ヒドロキシステアリン酸、リシノール酸、およびポリエーテルカルボン酸、な
らびに対応するそれらの無水物、塩化物、エステル、およびアミド、例えば、メトキシ酢
酸、３，６－ジオキサヘプタン酸、および３，６，９－トリオキサデカン酸、ならびに対
応する酸塩化物、エステル、およびアミドである。
【００６３】
　コアシェルシリコーン粒子の表面と結合を作ることができる少なくとも１種の官能基に
加えて、改質剤は、さらに粒子の性質を改質するさらなる基を有し得る。このような基あ
るいはそれらの他の部分は、例えば、疎水性または親水性であるか、１以上の官能基を有
してもよく、このようにして、シリコーン粒子を周囲の媒体と相溶性となるようにし、そ
れらを不活性化するかそれらを反応性にし、これには周囲のマトリックスとの結合も含ま
れる。これらの官能基は、例えば、アルキル、アリール、アルカリール、アラルキル、フ
ルオロアルキル、ヒドロキシ、アルコキシ、ポリアルコキシ、エポキシ、アクリロイルオ
キシ、メタクリロイルオキシ、アクリレート、メタクリレート、カルボキシル、アミノ、
スルホニル、サルフェート、ホスフェート、ポリホスフェート、ホスホネート、アミド、
硫化物、硫化水素、ハロアルキル、ハロアリール、およびアシル基の範囲から選択され得
る。
【００６４】
　表面改質がシランで行われる場合、少なくとも１種の非加水分解性基をさらに有する加
水分解性オルガノシランを使用することが好ましいことであり得る。このようなシランは
、一般式（ＩＩＩ）により表され、
ＲｎＳｉＸ（４－ｎ）　（ＩＩＩ）
式中、
Ｒ＝同じか異なる非加水分解性基であり、
Ｘ＝同じか異なる加水分解性基またはヒドロキシル基であり、
ｎ＝１、２、３または４である。
【００６５】
　一般式（ＩＩＩ）において、加水分解性Ｘ基は、例えば、Ｈ、ハロゲン（Ｆ、Ｃｌ、Ｂ
ｒ、Ｉ）、アルコキシ（好ましくは、メトキシ、エトキシ、ｉ－プロポキシ、ｎ－プロポ
キシもしくはブトキシ）、アリールオキシ（好ましくはフェノキシ）、アシルオキシ（好
ましくはアセトキシもしくはプロピオニルオキシ）、アリール（好ましくはアセチル）、
アミノ、モノアルキルアミノ、またはジアルキルアミノ基であり得る。さらに、一般式（
ＩＩＩ）においては、非加水分解性Ｒ基は、官能基を有するあるいは有さない基であり得
る。例えば、官能基を有さない一般式（ＩＩＩ）におけるＲは、例えば、アルキル、アル
ケニル、アルキニル、アリール、アルキルアリール、またはアラルキル基であり得る。Ｒ
およびＸ基は、任意選択により、１種以上の通例の物質、例えばハロゲンまたはアルコキ
シを有し得る。官能基を有する一般式（ＩＩＩ）の基においては、官能基は、例えば、エ
ポキシド（例えば、グリシジルもしくはグリシジルオキシ）、ヒドロキシル、エーテル、
アミノ、モノアルキルアミノ、ジアルキルアミノ、任意選択により置換されたアニリノ、
アミド、カルボキシル、アクリロイル、メタクリロイル、アクリロイルオキシ、メタクリ
ロイルオキシ、メルカプト、シアノ、アルコキシ、イソシアナト、アルデヒド、アルキル
カルボニル、酸無水物、リン酸およびポリリン酸基の範囲から選択され得る。これらの官
能基は、酸素もしくはＮＨ基により中断され得るアルキレン、アルケニレン、またはアリ
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ーレン架橋基を介してケイ素原子に結合し得る。これらの二価の架橋基および存在する任
意の置換基（アルキルアミノ基におけるように）は、対応する一価のアルキル、アルケニ
ル、アリール、アラルキル、およびアルカリール基から誘導され得る。当然、Ｒ基も２以
上の官能基を有し得る。官能基を有する一般式（ＩＩＩ）による非加水分解性のＲ基は、
グリシジル－またはグリシジルオキシアルキレン基、例えば、β－グリシジルオキシエチ
ル、γ－グリシジルオキシプロピル、δ－グリシジルオキシプロピル、ε－グリシジルオ
キシペンチル、ω－グリシジルオキシヘキシル、または２－（３，４－エポキシシクロヘ
キシル）エチル、メタクリロイルオキシアルキレンおよびアクリロイルオキシアルキレン
基、例えば、メタクリロイルオキシメチル、アクリロイルオキシメチル、メタクリロイル
オキシエチル、アクリロイルオキシエチル、メタクリロイルオキシプロピル、アクリロイ
ルオキシプロピル、メタクリロイルオキシブチル、またはアクリロイルオキシブチル、お
よび３－イソシアナトプロピル基の範囲から選択され得る。
【００６６】
　さらに、少なくとも部分的にフッ素化されたアルキル基、例えば、３，３，４，４，５
，５，６，６，７，７，８，８，８－トリデカフルオロオクチルまたは３，３，３－トリ
フルオロプロピル基を有するシランを使用することも可能である。
【００６７】
　シリコーン（メタ）アクリレート粒子のシェルがＳｉＯ２から形成される場合、該粒子
はアルカリ性、中性、および同様に弱酸性のｐＨ領域において負電荷を有するが、何故な
ら、固体状態の安定剤粒子がそこで負のζ電位を有するからである。これによって、粒子
の電荷反転まで行うことができる陽イオン物質または陽イオンポリマーによる改質が可能
になる。このような陽イオン物質の例は、ポリジメチルジアリルアンモニウムクロリド（
ＰＤＡＤＭＡＣ）、キトサン、四級化セルロース誘導体（例えば、Polyquaternium-10）
、四級（オルガノ）ポリシロキサン（例えば、Quaternium-80、例えば、Evonik Goldschm
idt GmbHのABIL（登録商標）Quat3272またはABIL（登録商標）Quat3474）、あるいは変性
ポリ尿素構造（RaschingのRalumer11におけるような）であり得る。このような改質によ
って、例えば、多くの織物繊維、皮膚、または髪に見出すことができるような、負に帯電
した表面へのこのように改質された粒子の接着が可能になる。
【００６８】
　シロキサンおよびオルガノポリシロキサンでの表面改質を行うことは、特に酸化物粒子
、例えばコロイドシリカ（例えば、Grace DavisonからLUDOX（登録商標）として入手可能
である）の場合、同様に可能である。これは、任意選択により、好適な触媒（例えば、カ
ルバミン酸アンモニウムもしくはアルカリ金属水酸化物）の存在下で、および任意選択に
より同様に高温で、トリメチルシロキシ基で末端封止された（end-capped）ジメチルポリ
シロキサン、環状ジメチルポリシロキサン、α，ω－ジヒドロキシポリジメチルシロキサ
ン、環状メチルフェニルシロキサン、トリメチルシロキシ基で末端封止されたメチルフェ
ニルポリシロキサンの使用、またはトリメチルシロキシ基で末端封止されたジメチルシロ
キサン－メチルフェニルシロキサン共重合体の使用によって行うことができる。
【００６９】
　ポリシロキサンまたはオルガノポリシロキサンによる表面改質は、共有結合的にあるい
は吸着性により行うことができ、このような物質クラスの例は、末端および／または櫛位
置（comb position）においてポリエーテルまたはポリエステル鎖で修飾されたオルガノ
ポリシロキサンである。粒子の表面改質に単官能ポリシロキサン、例えば、トリメチルシ
リル基で末端封止されたα－ハロ－、α－アルコキシ－、およびα－ヒドロキシジメチル
ポリシロキサンを使用することも同様に可能である。
【００７０】
　本発明のシリコーン（メタ）アクリレート粒子は、それらが本発明による方法によって
得られ、したがって、任意選択によりさらなる成分、例えば充填剤、助剤、または活性物
質などの存在下で、フリーラジカル開始剤、特にフリーラジカル開始剤としてのレドック
ス系の存在下で、式（Ｉ）のシロキサン（メタ）アクリレートおよび任意選択により他の
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モノマーを重合させることによって得られたポリマーを含むという点において注目に値す
る。好ましい発明のシリコーン（メタ）アクリレート粒子は、コアシェル構造（いわゆる
シリコーン（メタ）アクリレート複合粒子）を有するものである。これらにおいては、好
ましくは粒子乳化剤により形成されるシェルが、重合したシリコーン（メタ）アクリレー
トを含む内部コアを取り囲む。特に好ましいシリコーン（メタ）アクリレート粒子は、シ
ェルが、表面が好ましくは改質されている上記の無機粒子から形成されるものである。
【００７１】
　好ましいシリコーン（メタ）アクリレート複合粒子は、シェルが改質されているもので
あり得る。このような改質は、例えば、有機アンモニウムイオンなどの陽イオン物質また
は陽イオンポリマー、陽イオンシロキサン、有機ポリマー、例えば、ポリアクリレート、
カルボン酸またはカルボン酸陰イオン、キレート剤、ジケトン、シロキサン、または上記
に記載された縮合シランで行うことができる。表面改質は、ポリマー粒子に物理的にまた
は化学的に結合され得る。さらに、表面改質剤は、例えば官能性シランを使用する場合に
は、官能基を有し得る。表面改質剤は、分離した分子からなるか、あるいは架橋され得る
。
【００７２】
　シリコーン（メタ）アクリレートに加えて、上記粒子は、重合に使用され得るコモノマ
ーから形成される成分を含み得る。これらのコモノマーは、反応してポリシロキサン（メ
タ）アクリレートネットワーク中に完全にまたは部分的に組み込まれ、あるいは別のネッ
トワークとして存在し得る。これらの記載された限定的な場合の混合形態も同様に可能で
あり、本発明の部分を形成する。
【００７３】
　粒子が乳化剤、モノマー、またはコモノマーが起源である成分ではないさらなる成分を
含む場合が有利であり得る。このような成分は、機能性成分、例えばＵＶ安定剤顔料、ま
たは非機能性成分、例えば充填剤であり得る。このようなさらなる成分の含有量は、シリ
コーンメタ（アクリレート）の含有量に対して、０．０１から９９重量％、好ましくは０
．１から８０重量％、より好ましくは１から５０重量％であり得る。さらなる成分は、膨
潤および拡散を通して既に重合した粒子に続いて添加され得る。これは、溶媒を用いても
行うことができ、この溶媒はその後再び除去される。しかしながら、調製プロセス（上記
を参照されたい）の途中でさらなる成分を添加することも可能である。特に、さらなる成
分は、本発明による方法の工程ａ）における有機相に添加し得る。さらなる成分は、ポリ
マーマトリックス中に溶解して存在し、あるいは任意選択により不安定な共有結合を介し
てマトリックスに結合し得る。
【００７４】
　本発明の粒子中に存在し得るさらなる成分は、例えば、染料、着臭剤、可塑剤、フェロ
モン、ホルモン、成長物質、化粧用油および活性成分、消毒剤、活性抗菌成分、ＵＶ吸収
剤、酸化防止剤、殺虫剤、保存剤、活性薬剤成分、およびその他の多くのものであり得る
。
【００７５】
　本発明の粒子中に存在するさらなる成分は、特に、トリメチルシロキシ基で末端封止さ
れた直鎖または分枝のジメチルポリシロキサン、環状ジメチルポリシロキサン、環状メチ
ルフェニルシロキサン、トリメチルシロキシ基で末端封止されたメチルフェニルシロキサ
ン、トリメチルシロキシ基で末端封止されたジメチルシロキサン－メチルフェニルシロキ
サン共重合体、トリメチルシロキシ基で末端封止されたジメチルシロキサン－メチルフル
オロアルキルシロキサン共重合体（ここで、フルオロアルキル基は、例えば、３，３，４
，４，５，５，６，６，７，７，８，８，８－トリデカフルオロオクチルまたは３，３，
３－トリフルオロプロピル基である）、α，ω－ジヒドロキシポリジメチルシロキサン、
末端および／または櫛位置においてアルコキシル化されたポリジメチルシロキサン、末端
および／または櫛位置においてアルキル化されたポリジメチルシロキサン、ならびに末端
および／または櫛位置においてアルキル化およびアルコキシル化されたポリジメチルシロ
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キサンから構成される混合形態、ＡＢＩＬ（登録商標）Ｑｕａｔ３２７２およびＡＢＩＬ
（登録商標）Ｑｕａｔ３４７４（Quanternium-80としても知られる）などの第四級（オル
ガノ）ポリシロキサン、アルカン、例えば、ヘキサンおよび高級同族体またはシクロアル
カンおよび高級同族体、および同様に流動パラフィンおよびイソパラフィン、スクアラン
、芳香族炭化水素、例えば、ベンゼンまたはトルエン、ハロゲン化炭化水素、例えば、四
塩化炭素または塩化メチレン、ケトン、例えば、アセトン、ジエチルケトン、またはメチ
ルイソブチルケトン、アルコール、例えば、ウンデシルアルコール、ステアリルアルコー
ル、セチルステアリルアルコール、オレイルアルコール、エーテル、例えば、ジブチルエ
ーテル、エステル、例えば、ビス（２－エチルヘキシル）カルボネート、イソノニルイソ
ノナノエート、イソプロピルラウレート、イソプロピルパルミテート、ヘキシルラウレー
ト、イソプロピルミリステート、ミリスチルミリステート、セチルミリステート、２－オ
クチルデシルミリステート、イソプロピルパルミテート、２－エチルヘキシルパルミテー
ト、ブチルステアレート、デシルオレエート、２－オクチルドデシルオレエート、ミリス
チリルラクテート、セチルラクテート、ラノリンアセテート、天然または天然同様の油、
例えば、アボカド油、扁桃油、オリーブ油、ココア油、ホホバ油、ゴマ油、ひまわり油、
ダイズ油、ツバキ油、セダー油、杏仁油、ヒマシ油、ミンク油、グラウンドホッググリー
ス（groundhog grease）、綿実油、やし油、卵油、豚の脂肪、グリコールエステル、例え
ば、ポリプロピレングリコールモノオレエートまたはネオペンチルグリコール２－エチル
ヘキサノエート、グリセリルエステル、例えば、グリセリルトリイソステアレートまたは
ヤシ脂肪酸のグリセリルエステル、およびアルコキシル化脂肪アルコール、例えば、ラウ
リルアルコールエトキシレートまたはセチルアルコールプロポキシレート、テルペンアル
コール、例えば、シトロネロール、メントール、リナロール、ファルネソール、ネロリド
ール、ネロール、ゲラニオール、ボルネオール、イプセノール、ビサボロールまたはテル
ピネオール、テルペン、例えば、メンタン、テルピネン、フェランドレン、ピネンまたは
リモネン、テルペン無水物、例えば、シトラール、テルペンケトン、例えば、メントン、
プレゴンまたはカルボン、テルペン誘導体、例えば、ショウノウ、ジテルペン、例えば、
レチノール、フェノール物質、例えば、チモール、ユージノール、トコフェロールまたは
バニリン、フェロモン、例えば、ベルベノン、コレステロール誘導体、例えば、テトステ
ロン、アンドロステロン、エストラジオールまたはコルチゾン、抗生物質、例えば、メト
ロニダゾールまたはデキサメタゾン、殺真菌剤、例えば、オルトフェニルフェノールまた
はチアベンダゾール、抗カビ剤、例えば、ケトコナゾールまたはトルナフテート、ならび
にその他の多くのものであり得る。
【００７６】
　化粧品用途のための特に好ましいさらなる成分は、トコフェロール、酢酸トコフェロー
ル、パルミチン酸トコフェロール、アスコルビン酸、パルミチン酸アスコルビル、デオキ
シリボ核酸、補酵素Ｑ１０、レチノールおよびレチノール誘導体、ビサボロール、アラン
トイン、フィタントリオール、パンテノール、ＡＨＡ酸、アミノ酸、ヒアルロン酸、クレ
アチン（およびクレアチン誘導体）、グアニジン（およびグアニジン誘導体）、セラミド
、フィトスフィンゴシン（およびフィトスフィンゴシン誘導体）、スフィンゴシン（およ
びスフィンゴシン誘導体）、擬セラミド（pseudoceramides）、精油、ペプチド、タンパ
ク質加水分解物、植物エキス、および複合ビタミン剤である。デヒドロキシアセトンおよ
び有機日焼け防止フィルターがさらなる成分として存在することも可能である。前述のさ
らなる成分は、本発明の粒子中に特に機能成分として存在し得る。機能成分がフリーラジ
カルスカベンジャーである場合、このような機能成分は、フリーラジカル重合工程ｂ）の
完了後まで粒子に添加されない。これは、例えば、膨潤／拡散により行うことができる。
【００７７】
　本発明のシリコーンメタ（アクリレート）（silicone meth(acrylate)）粒子は、粒子
から放出され得る、上記のさらなる成分から特に選択される１種以上の物質を含み得る。
放出は、適切な用途において長期にわたって続き得る。放出は、例えば、拡散または加水
分解反応とその後の拡散により続き得る。
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【００７８】
　粒子に存在し得る放出される物質は、例えば、化粧用油および活性成分、香料、例えば
、銀および銀化合物を含めた活性薬剤成分、ならびに同様に染料および保存料である。こ
れらの物質は、溶解された形態で存在し、またはシリコーン（メタ）アクリレートマトリ
ックス中に埋め込まれ、または不安定な化学結合によりシリコーン（メタ）アクリレート
マトリックスに結合され得る。放出される物質は、特に上記のさらなる成分であり得る。
【００７９】
　本発明のシリコーン（メタ）アクリレート粒子または本発明により調製されたものは、
コーティング材料、接着材料、または密封材料において、ポリマーにおける、消泡剤にお
いて、湿潤助剤および平滑化助剤（levelling aids)において、化粧品または医薬製剤お
よびケア製品において、清浄用組成物および洗剤組成物において、あるいは固体および液
体物質の界面特性（例えば、潤滑剤の触感性、疎水化または改質、および／または放出特
性）を改質するための用途において、単独で、あるいは粉末または分散液の形態のさらな
る粒子、顔料、および／またはさらなる通例の添加剤と混合して、使用され得る。
【００８０】
　本発明の組成物は、本発明のシリコーン（メタ）アクリレート粒子または本発明により
調製されるものを含む。このような本発明の組成物は、例えば、水性または有機媒体中の
シリコーン（メタ）アクリレート複合粒子の分散液であってよく、この場合においては、
分散助剤、界面活性剤、および／または増粘剤が、任意選択により分散液に添加され得る
。
【００８１】
　このような分散液を調製するためには、本発明により調製される粒子は、媒体、例えば
、水、アルコール、脂肪族または芳香族炭化水素、およびシリコーン中に分散される。粒
子は、静電的手段により、例えばｐＨにより、立体的手段により、例えば分散添加剤また
は乳化剤により、あるいは電気立体手段により、周囲の媒体中に安定化され得る。分散液
の調製において陰イオン、陽イオン、両性もしくは非イオン界面活性剤、または前述の物
質のクラスの混合物を使用することが可能である。陽イオン界面活性成分は、例えば、１
級、２級、もしくは３級アミンの塩、アルキルトリメチルアンモニウム塩、ジアルキルジ
メチルアンモニウム塩、トリアルキルメチルアンモニウム塩、テトラアルキルアンモニウ
ム塩、アルコキシル化アルキルアンモニウム塩、アルキルピリジニウム塩またはＮ，Ｎ－
ジアルキルモルホリニウム塩から選択され得る。陰イオン界面活性化合物は、例えば、脂
肪族カルボン酸の塩、アルキルベンゼンスルホン酸塩、アルキルナフチルスルホン酸塩、
アルキルスルホン酸塩、ジアルキルスルホコハク酸塩、α－オレフィンスルホン酸塩、α
－スルホン酸化脂肪族カルボン酸の塩、Ｎ－アシル－Ｎ－メチルタウリン酸塩、アルキル
硫酸塩、硫酸化油、ポリエトキシル化アルキルエーテル硫酸塩、ポリエトキシル化アルキ
ルフェニルエーテル硫酸塩、アルキルリン酸塩、ポリエトキシル化アルキルエーテル硫酸
塩、ポリエトキシル化アルキルフェニルエーテル硫酸塩、およびホルムアルデヒドとナフ
チルスルホン酸塩の縮合物から選択され得る。両性界面活性化合物は、例えば、Ｎ，Ｎ－
ジメチル－Ｎ－アルキル－Ｎ－カルボキシメチルアンモニウムベタイン、Ｎ，Ｎ－ジアル
キルアミノアルキレン炭酸塩、Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリアルキル－Ｎ－スルホアルキレンアンモ
ニウムベタイン、Ｎ，Ｎ－ジアルキル－Ｎ，Ｎ－ビスポリオキシエチレンアンモニウムサ
ルフェートエステルベタイン、２－アルキル－１－カルボキシメチル－１－ヒドロキシエ
チルイミダゾリニウムベタインから選択され得る。
【００８２】
　非イオン界面活性化合物は、例えば、ポリエトキシル化アルキルエーテル、ポリエトキ
シル化アルケニルエーテル、ポリエトキシル化アルキルフェニルエーテル、ポリエトキシ
ル化ポリスチレンフェニルエーテル、ポリオキシエチレン－ポリオキシプロピレングリコ
ール、ポリオキシエチレン－ポリオキシプロピレンアルキルエーテル、脂肪族カルボン酸
と多官能アルコールとの部分エステル、例えば、ソルビタンエステル、脂肪族グリセリル
エステル、脂肪族ポリグリセリルエステル、脂肪族デカグリセリルエステル、エチレング
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リコール／ペンタエリトリトールの（混合）脂肪族エステル、プロピレングリコール／ペ
ンタエリトリトールの（混合）脂肪族エステル、多官能アルコールのポリエトキシル化脂
肪族部分エステル、例えば、ポリエトキシル化脂肪族ソルビタン部分エステル、エトキシ
ル化脂肪族グリセリルエステル、混合エトキシル化／脂肪族エステル化酸、ポリグリセロ
ールの脂肪族カルボン酸エステル、ポリエトキシル化ヒマシ油、脂肪族カルボン酸のジエ
タノールアミド、ポリエトキシル化アルキルアミン、トリエタノールアミンの脂肪族部分
エステル、トリアルキルアミンオキシド、およびポリアルコキシル化オルガノポリシロキ
サンから選択され得る。このような分散添加剤は、例えば、Ｅｖｏｎｉｋ　Ｇｏｌｄｓｃ
ｈｍｉｄｔ　ＧｍｂＨの製品ポートフォリオから選択することができ、例えば、「Ｔｅｇ
ｏ（登録商標）Ｄｉｓｐｅｒｓ」または「Ｔｅｇｏｐｒｅｎ（登録商標）」の名称で、同
社で入手可能である。このような界面活性物質の含有量は、分散液に対して、０．１から
５０重量％の間、好ましくは１から３０重量％の間であってよい。分散液中の分散粒子の
含有量は、好ましくは０．１から８０重量％、好ましくは１から４０重量％である。
【００８３】
　所望の粘度を安定化および達成するために、分散液にさらなる物質を添加することも可
能である。例には、分散媒体と混和性の溶媒あるいは可溶性ポリマー、例えば、キサンタ
ンガム、グアー粉末、カルボキシメチルセルロース、ポリビニルアルコール、ポリビニル
ピロリドン、カルボキシビニルポリマー、ポリアクリレート、ヒドロキシエチルセルロー
ス、ポリエチレンイミン、ポリエトキシル化グリコールステアレート、および同様に粘土
、層状ケイ酸塩、ＡＥＲＯＳＩＬ（登録商標）（Evonik Degussa GmbH）などの発熱性酸
化物、ヒドロキシ脂肪酸グリセリド、ヒドロキシ脂肪酸、アルミニウムトリステアレート
、ポリオレフィンワックス、およびアミドワックスが含まれる。分散液にさらなる機能性
物質を添加することも同様に可能であり、例には、フィルムを形成するポリ（メタ）アク
リレート、シリコーン／（メタ）アクリレート共重合体、ポリ－Ｎ－アシルアルキレンイ
ミン、ポリ－Ｎ－メチルピロリドン、フッ素化有機基、アミノ基またはシラノール基を有
するシリコーン樹脂、酸化防止剤、例えば、ＢＨＡ、ＢＨＴ、アスコルビン酸およびγ－
オリザノール、不凍剤、例えば、エタノール、エチレングリコール、１，３－ブチレング
リコール、プロピレングリコール、グリセロール、またはイソプロパノール、抗菌物質お
よび保存料、例えば、トリクロサンおよびトリクロカルバンおよびヘキサクロロフェン、
錯化剤、例えば、ＥＤＴＡ（酸および塩）、クエン酸ならびにエチドロン酸およびそれら
の塩、ＵＶ吸収剤、例えば、ベンゾフェノン誘導体、ベンゾトリアゾール誘導体、ケイ皮
酸エステル、または粒子ＵＶ吸収剤、例えば、ＺｎＯもしくはＴｉＯ２、染料および着色
剤、顔料、噴霧助剤、湿潤剤、ビタミン、成長物質、ホルモン、および香料が含まれる。
【００８４】
　本発明の粒子を含む分散液は先行技術による通例の方法を用いて調製し得るが、形成さ
れた粒子を、本発明による方法の工程ｂ）における重合後にさらに処理し、アルコールま
たは水で洗浄し、乾燥を予め行うことなく、例えば水分散液にすることが有利である。こ
れは、例えば、プロセスの経済性に好ましい効果を有する水相またはアルコール相から直
接に所望の表面改質を行うことができる場合に同様に可能である。
【００８５】
　本発明のシリコーン（メタ）アクリレート粒子またはそれらを含む分散液は、化粧品お
よびトイレタリにおける添加剤として、例えば、つや消し剤として、皮脂吸収剤または絹
のような皮膚感触を生じるための吸収剤として、ポリマーおよびラッカーまたはコーティ
ングの機械的性質を改良するための（例えば、磨耗またはひっかき抵抗性、可撓性および
同様に耐衝撃性を増すための）添加剤として、さらに、様々な異なる表面の滑動特性を改
良するためのブロッキング防止剤として、粉末における流動または分散助剤として、トナ
ーにおける添加剤として、洗浄およびケア配合物におけるマイルドな研磨剤として、およ
び長期にわたり活性成分または助剤を放出する配合物成分または担体材料としての使用を
見出すことができる。
【００８６】



(23) JP 2009-149880 A5 2014.2.13

　本発明の組成物は、特に、コーティング材料、接着材料、もしくは密封材料、ポリマー
、消泡剤、湿潤助剤および／もしくは平滑化助剤、化粧品、ケア製品、医療品、薬剤、洗
浄用組成物、清浄用組成物および／もしくは洗剤組成物、疎水化剤、潤滑剤、または剥離
剤（release agent）でもあり得る。
【実施例】
【００８７】
実施例１：ＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ７２６シリコーンアクリレートの粒子
　７６００ｇの脱塩水および２７６ｇのＬｕｄｏｘ　ＳＭ－ＡＳを混合し、塩酸を用いて
ｐＨ７に調節した。この混合物を最初にＣｏ－Ｔｗｉｓｔｅｒホモジナイザー（Symex）
の撹拌槽に装入し、２１５６ｇのＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ７２６（Evonik Goldschmidt
 GmbH）を撹拌しながら添加した。槽を密閉した後、ゆっくり撹拌しながら、槽を５０ｍ
ｂａｒに真空排気し、泡の発生が弱まった後、通気して８００ｍｂａｒに戻した。続いて
、システムサイクルにおいて１５分間、２０００ｒｐｍのローター速度および２０ｍ／ｓ
の差動速度で、この混合物を予備乳化した。６４．３ｇの５重量％ＣＴＡＢ（臭化セチル
トリメチルアンモニウム）水溶液および次いで４２０ｇの脱塩水を吸入し、この混合物を
さらに４５分間同じ条件下で乳化した。得られた予備エマルジョンを、圧力８００ｂａｒ
で直径２００μｍの相互作用室を有するホモジナイザー（実施例においては、Microfluid
icsのMicrofluidizerをそれぞれの場合で使用した）に通すことによって均質化した。
【００８８】
　重合のために、８５０ｇのエマルジョンを、２０ｍｌの脱塩水中の６．８ｇのペルオキ
ソ二硫酸アンモニウムの溶液と２ｌ丸底フラスコ中で混合した。その後、４５分間撹拌し
ながら窒素流を導入した。続いて、１００ｍｌの脱塩水中の２７．２ｇのリン酸水素二ナ
トリウムの溶液および４．２５ｇの３８重量％硫酸水素ナトリウム水溶液を窒素下で添加
した。この反応混合物をさらに２時間撹拌し、次いで一晩放置した。得られた粒子を吸引
しながらろ別し、水およびエタノールでスラリーにすることにより洗浄し、５０℃で真空
乾燥キャビネット中において定量になるまで乾燥した。
【００８９】
実施例２：ＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ９０２シリコーンアクリレートの粒子
　４６５０ｇの脱塩水および１６０ｇのＬｕｄｏｘ　ＳＭ－ＡＳを混合し、塩酸を用いて
ｐＨ７に調節した。この混合物を最初にＣｏ－Ｔｗｉｓｔｅｒホモジナイザー（Symex）
の撹拌槽中に装入し、１２５０ｇのＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ９０２（Evonik Goldschmi
dt GmbH）を撹拌しながら添加した。槽を密閉した後、ゆっくりと撹拌しながら、槽を５
０ｍｂａｒに真空排気し、泡の発生が弱まった後、通気して８００ｍｂａｒに戻した。続
いて、システムサイクルにおいて１５分間、２０００ｒｐｍのローター速度および２０ｍ
／ｓの差動速度で、この混合物を予備乳化した。３７．３ｇの５重量％ＣＴＡＢ（臭化セ
チルトリメチルアンモニウム）水溶液および次いで２４５ｇの脱塩水を吸入し、この混合
物をさらに４５分間同じ条件下で乳化した。得られた予備エマルジョンを、圧力８００ｂ
ａｒで直径２００μｍの相互作用室を有するホモジナイザーに通すことによって均質化し
た。
【００９０】
　重合のため、８５０ｇのエマルジョンを、２ｌ丸底フラスコ中で２０ｍｌの脱塩水中の
６．８ｇのペルオキソ二硫酸アンモニウムの溶液と混合した。その後、４５分間撹拌しな
がら勢いのある窒素流を導入した。続いて、１００ｍｌの脱塩水中の２７．２ｇのリン酸
水素二ナトリウムの溶液および４．２５ｇの３８重量％硫酸水素ナトリウム水溶液を窒素
下で添加した。この反応混合物をさらに２時間撹拌し、次いで一晩放置した。得られた粒
子を吸引しながらろ別し、水およびエタノールでスラリーにすることにより洗浄し、５０
℃で真空乾燥キャビネット中において定量になるまで乾燥した。
【００９１】
実施例３：ＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ２０１５シリコーンアクリレートの粒子
　４０００ｇの脱塩水および８００ｇのＬｕｄｏｘ　ＳＭ－ＡＳを混合し、塩酸を用いて
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ｐＨ７に調節した。この混合物を最初に１８６００ｇの脱塩水と一緒にＣｏ－Ｔｗｉｓｔ
ｅｒホモジナイザー（Symex）の撹拌槽中に装入し、６２５０ｇのＴＥＧＯ（登録商標）
ＲＣ２０１５（Evonik Goldschmidt GmbH）を撹拌しながら添加した。槽を密閉した後、
ゆっくりと撹拌しながら、槽を５０ｍｂａｒに真空排気し、泡の発生が弱まった後、通気
して６００ｍｂａｒに戻した。続いて、３５００ｒｐｍのローター速度および４５分間４
０ｍ／ｓの差動速度で、この混合物を予備乳化した。１５７．５ｇの５重量％ＣＴＡＢ（
臭化セチルトリメチルアンモニウム）水溶液および次いで４００ｇの脱塩水を吸入し、こ
の混合物をさらに４５分間同じ条件下で乳化した。この混合物を排出する前に、同方向回
転ローターを用いて２００ｍｂａｒおよび２０００ｒｐｍのローター速度で脱気した。得
られた予備エマルジョンを、圧力６００ｂａｒで直径２００μｍの相互作用室を有するホ
モジナイザーに通すことによって均質化した。
【００９２】
　重合のために、８５０ｇのエマルジョンを、２０ｍｌの脱塩水中の６．８ｇのペルオキ
ソ二硫酸アンモニウムの溶液と２ｌ丸底フラスコ中で混合した。その後、４５分間撹拌し
ながら勢いのある窒素流を導入した。続いて、１００ｍｌの脱塩水中の２７．２ｇのリン
酸水素二ナトリウムの溶液および４．２５ｇの水性３８重量％硫酸水素ナトリウム溶液を
窒素下で添加した。この反応混合物をさらに２時間撹拌し、次いで一晩放置した。得られ
た粒子を吸引しながらろ別し、水およびエタノールでスラリーにすることにより洗浄し、
５０℃で真空乾燥キャビネット中において定量になるまで乾燥した。
【００９３】
実施例４：ＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ７２６およびＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ９０２シリ
コーンアクリレートの混合物の粒子
　１８６ｇの脱塩水を１２．８ｇのＬｕｄｏｘ　ＳＭ－ＡＳと混合し、希ＨＣｌを用いて
ｐＨ７に調節した。２５ｇのＲＣ７２６および２５ｇのＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ９０２
（Evonik Goldschmidt GmbH）を混合して溶液とし、４０００ｒｐｍで１５分間、ミゼル
ディスク（mizer disc）を有する真空溶解槽中で水相と予備乳化した。続いて、２．５ｇ
の５重量％ＣＴＡＢ水溶液を添加し、この混合物をさらに３０分間、真空溶解槽中で、４
０００ｒｐｍで乳化した。
【００９４】
　得られた予備エマルジョンを、圧力８００ｂａｒで、直径２００μｍのマイクロチャネ
ルを有する相互作用室を有するホモジナイザーに通すことにより均質化した。
【００９５】
　重合のために、１００ｇの得られたエマルジョンを、５ｍｌの脱塩水中の０．８ｇのペ
ルオキソ二硫酸アンモニウム、３．２ｇのリン酸水素二ナトリウムの溶液、０．５ｇの３
８重量％硫酸水素ナトリウム水溶液、および３０ｇの脱塩水を添加し、この混合物をさら
に２時間窒素下で撹拌した。得られた分散液を一晩放置した。得られた粒子を吸引しなが
らろ別し、水およびエタノールでスラリーにすることにより洗浄し、５０℃で真空乾燥キ
ャビネット中において定量になるまで乾燥した。
【００９６】
実施例５：ＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ７２６シリコーンアクリレートおよびメチルメタク
リレート（ＭＭＡ）の粒子
　１８８ｇの脱塩水を１２．６ｇのＬｕｄｏｘ　ＳＭ－ＡＳと混合し、希塩酸を用いてｐ
Ｈ７に調節した。これに、４５ｇのＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ７２６（Evonik Goldschmi
dt GmbH）および５ｇのＭＭＡの溶液を添加し、これを４０００ｒｐｍで１５分間、ミゼ
ルディスクを有する真空溶解槽中で予備乳化した。続いて、２．６ｇの５重量％ＣＴＡＢ
水溶液を添加し、この混合物をさらに３０分間、真空溶解槽中において４０００ｒｐｍで
乳化した。
【００９７】
　得られた予備エマルジョンを圧力８００ｂａｒで、直径２００μｍのマイクロチャネル
を有する相互作用室を有するホモジナイザーに通すことにより均質化した。
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【００９８】
　重合のために、１００ｍｌの得られたエマルジョンを５ｍｌの脱塩水中の０．８ｇのペ
ルオキソ二硫酸アンモニウムと混合し、撹拌しながら３０分間にわたり勢いのよい窒素流
でパージした。続いて、３．２ｇのリン酸水素二ナトリウムの溶液、０．５ｇの３８重量
％硫酸水素ナトリウム水溶液、および３０ｇの脱塩水を添加し、この混合物をさらに２時
間窒素下で撹拌した。得られた分散液を一晩放置した。得られた粒子を吸引しながらろ別
し、水およびエタノールでスラリーにすることにより洗浄し、５０℃で真空乾燥キャビネ
ット中において定量になるまで乾燥した。
【００９９】
実施例６：ＡＥＲＯＳＩＬ（登録商標）Ｒ９７４を充填したＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ７
２６シリコーンアクリレートの粒子
　１０ｇのＡＥＲＯＳＩＬ（登録商標）Ｒ９７４（Evonik Degussa GmbH）を、４０００
ｒｐｍで１０分間、９０ｇのＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ７２６（Evonik Goldschmidt Gmb
H）中に真空溶解槽中で分散した。１８６ｇの脱塩水を１２．８ｇのＬｕｄｏｘ　ＳＭ－
ＡＳと混合し、希ＨＣｌを用いてｐＨ７に調節した。これに、ＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ
７２６中のＡＥＲＯＳＩＬ（登録商標）Ｒ９７４の調製した分散液の５０ｇを添加し、こ
れを４０００ｒｐｍで１５分間、ミゼルディスクを有する真空溶解槽中で予備乳化した。
続いて、２．６ｇの５重量％ＣＴＡＢ水溶液を添加し、この混合物を４０００ｒｐｍでさ
らに３０分間、真空溶解槽中で乳化した。
【０１００】
　得られた予備エマルジョンを圧力８００ｂａｒで、直径２００μｍのマイクロチャネル
を有する相互作用室を有するホモジナイザーに通すことにより均質化した。
【０１０１】
　重合のために、１００ｍｌの得られたエマルジョンを５ｍｌの脱塩水中の０．８ｇのペ
ルオキソ二硫酸アンモニウムと混合し、撹拌しながら３０分間にわたり勢いのよい窒素流
でパージした。続いて、３．２ｇのリン酸水素二ナトリウムの溶液、０．５ｇの３８重量
％硫酸水素ナトリウム水溶液、および３０ｇの脱塩水を添加し、この混合物をさらに２時
間窒素下で撹拌した。得られた分散液を一晩放置した。得られた粒子を吸引しながらろ別
し、水およびエタノールでスラリーにすることにより洗浄し、５０℃で真空乾燥キャビネ
ット中において定量になるまで乾燥した。
【０１０２】
実施例７：メントールを含むＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ７２６シリコーンアクリレートの
粒子
　９０ｇのＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ７２６シリコーンアクリレート（Evonik Goldschmi
dt GmbH）を２０ｇのアセトン中の１０ｇのメントールの溶液と混合し、アセトンを減圧
下で除去した。１８６ｇの脱塩水を１２．８ｇのＬｕｄｏｘ　ＳＭ－ＡＳと混合し、希Ｈ
Ｃｌを用いてｐＨ７に調節した。これに５０ｇのメントール溶液を添加し、これを４００
０ｒｐｍで１５分間、ミゼルディスクを有する真空溶解槽中で予備乳化した。続いて、２
．６ｇの５重量％ＣＴＡＢ水溶液を添加し、この混合物を４０００ｒｐｍでさらに３０分
間、真空溶解槽中で乳化した。得られた予備エマルジョンを圧力８００ｂａｒで、直径２
００μｍのマイクロチャネルを有する相互作用室を有するホモジナイザーに通すことによ
り均質化した。
【０１０３】
　重合のために、１００ｍｌの得られたエマルジョンを５ｍｌの脱塩水中の０．８ｇのペ
ルオキソ二硫酸アンモニウムと混合し、撹拌しながら３０分間にわたり勢いのよい窒素流
でパージした。続いて、３．２ｇのリン酸水素二ナトリウムの溶液、０．５ｇの３８重量
％硫酸水素ナトリウム水溶液、および３０ｇの脱塩水を添加し、この混合物をさらに２時
間窒素下で撹拌した。得られた分散液を一晩放置した。得られた粒子を吸引しながらろ別
し、水で２回スラリーにすることにより洗浄し、室温で乾燥した。こうして得られた粒子
は明確なメントール臭を有した。
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【０１０４】
実施例８：ＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ７２６シリコーンアクリレートおよびＡＢＩＬ（登
録商標）Ｑｕａｔ３４７４の粒子
　９８ｇのＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ７２６シリコーンアクリレート（Evonik Goldschmi
dt GmbH）を、２ｇのＡＢＩＬ（登録商標）Ｑｕａｔ３４７４（二第４級（diquaternary)
ポリジメチルシロキサン、Evonik Goldschmidt GmbH）と混合した。１８６ｇの脱塩水を
１２．８ｇのＬｕｄｏｘ　ＳＭ－ＡＳと混合し、希ＨＣｌを用いてｐＨ７に調節した。こ
れに、ＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ７２６中のＡＢＩＬ（登録商標）Ｑｕａｔ３４７４の調
製した溶液の５０ｇを添加し、これを４０００ｒｐｍで１５分間、ミゼルディスクを有す
る真空溶解槽中で予備乳化した。続いて、２．６ｇの５重量％ＣＴＡＢ水溶液を添加し、
この混合物を４０００ｒｐｍでさらに３０分間、真空溶解槽中で乳化した。
【０１０５】
　得られた予備エマルジョンを圧力８００ｂａｒで、直径２００μｍのマイクロチャネル
を有する相互作用室を有するホモジナイザーに通すことにより均質化した。
【０１０６】
　重合のために、１００ｍｌの得られたエマルジョンを５ｍｌの脱塩水中の０．８ｇのペ
ルオキソ二硫酸アンモニウムと混合し、撹拌しながら３０分間にわたり勢いのよい窒素流
でパージした。続いて、３．２ｇのリン酸水素二ナトリウムの溶液、０．５ｇの３８重量
％硫酸水素ナトリウム水溶液、および３０ｇの脱塩水を添加し、この混合物をさらに２時
間窒素下で撹拌した。得られた分散液を一晩放置した。得られた粒子を吸引しながらろ別
し、水およびエタノールでスラリーにすることにより洗浄し、５０℃で真空乾燥キャビネ
ット中において乾燥した。
【０１０７】
実施例９:シクロメチコン（オクタメチルシクロテトラシロキサンおよびデカメチルシク
ロテトラシロキサンの混合物）を含むＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ９０２シリコーンアクリ
レートの粒子
　４５ｇのＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ９０２シリコーンアクリレート（Evonik Goldschmi
dt GmbH）を、５ｇのシクロメチコンと混合した。１８６ｇの脱塩水を３．２ｇのＬｕｄ
ｏｘ（登録商標）ＳＭ－ＡＳと混合し、希ＨＣｌを用いてｐＨ７に調節した。これに、Ｔ
ＥＧＯ（登録商標）ＲＣ９０２中のシクロメチコンの上記調製溶液を添加し、これを４０
００ｒｐｍで１５分間、ミゼルディスクを有する真空溶解槽中で予備乳化した。続いて、
０．６５ｇの５重量％ＣＴＡＢ水溶液を添加し、この混合物を４０００ｒｐｍでさらに３
０分間、真空溶解槽中で乳化した。
【０１０８】
　得られた予備エマルジョンを圧力８００ｂａｒで、直径２００μｍのマイクロチャネル
を有する相互作用室を有するホモジナイザーに通すことにより均質化した。
【０１０９】
　重合のために、１００ｍｌの得られたエマルジョンを５ｍｌの脱塩水中の０．８ｇのペ
ルオキソ二硫酸アンモニウムと混合し、撹拌しながら３０分間にわたり勢いのよい窒素流
でパージした。続いて、３．２ｇのリン酸水素二ナトリウムの溶液、０．５ｇの３８重量
％硫酸水素ナトリウム水溶液、および３０ｇの脱塩水を添加し、この混合物をさらに２時
間窒素下で撹拌した。得られた分散液を一晩放置した。得られた粒子を吸引しながらろ別
し、水で２回スラリーにすることにより洗浄し、室温で乾燥した。
【０１１０】
実施例１０：Ｔｅｇｉｌｏｘａｎ（登録商標）３を含むＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ９０２
シリコーンアクリレートの粒子
　４５ｇのＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ９０２シリコーンアクリレート（Evonik Goldschmi
dt GmbH）を、５ｇのＴｅｇｉｌｏｘａｎ（登録商標）３（シリコーン油３ｃＳｔ、Evoni
k Goldschmidt GmbH）と混合した。１８６ｇの脱塩水を３．２ｇのＬｕｄｏｘ（登録商標
）ＳＭ－ＡＳと混合し、希ＨＣｌを用いてｐＨ７に調節した。これに、ＴＥＧＯ（登録商
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標）ＲＣ９０２中のＴｅｇｉｌｏｘａｎ（登録商標）３の上記調製溶液を添加し、これを
４０００ｒｐｍで３０分間、ミゼルディスクを有する真空溶解槽中で予備乳化した。続い
て、０．６５ｇの５重量％ＣＴＡＢ水溶液を添加し、この混合物を４０００ｒｐｍでさら
に６０分間、真空溶解槽中で乳化した。
【０１１１】
　得られた予備エマルジョンを圧力８００ｂａｒで、直径２００μｍのマイクロチャネル
を有する相互作用室を有するホモジナイザーに通すことにより均質化した。
【０１１２】
　重合のために、１００ｍｌの得られたエマルジョンを５ｍｌの脱塩水中の０．８ｇのペ
ルオキソ二硫酸アンモニウムと混合し、撹拌しながら３０分間にわたり勢いのよい窒素流
でパージした。続いて、３．２ｇのリン酸水素二ナトリウムの溶液、０．５ｇの３８重量
％硫酸水素ナトリウム水溶液、および３０ｇの脱塩水を添加し、この混合物をさらに２時
間窒素下で撹拌した。得られた分散液を一晩放置した。得られた粒子を吸引しながらろ別
し、水で２回スラリーにすることにより洗浄し、室温で乾燥した。
【０１１３】
実施例１１：ジクロロメタン溶媒を含むＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ９０２シリコーンアク
リレートの粒子のシリコーン油吸収
　実施例２の１０ｇのシリコーン粒子（重合したＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ９０２シリコ
ーンアクリレート）を、８０ｇのジクロロメタン中の２．５ｇのシリコーン油（ポリジメ
チルシロキサン、３５０ｃＳｔ）の溶液と混合し、一晩放置して膨潤させた。続いて、ジ
クロロメタンを減圧下でゆっくりと除去した。粉状の非粘着性の残渣が得られ、これから
は、指で押してもシリコーン油をろ紙（ブラックバンドフィルター（black-band filter
））上に絞り出すことはできなかった。
【０１１４】
実施例１２：ＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ７２６シリコーンアクリレートのシリコーン粒子
のシリコーン油吸収
　実施例１の１０ｇのシリコーンアクリレート粒子を、３０ｇのＴＥＧＩＬＯＸＡＮ（登
録商標）３（３ｃＳｔ、Evonink Goldschmidt GmbH）と混合し、３６時間静置した。残油
をブラックバンドフィルターを用いて膨潤した粒子から吸収し、ろ紙中で少量のエタノー
ルですすぎ、乾燥した。１２．８ｇの乾燥した白色粉末が得られ、これは、強く押した場
合、吸収された液体の一部をろ紙上に再び放出した。
【０１１５】
実施例１３：ＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ７２６シリコーンアクリレートのシリコーン粒子
のシリコーン油吸収
　実施例１の１０ｇのシリコーンアクリレート粒子を、３０ｇのシクロメチコン（オクタ
メチルシクロテトラシロキサンおよびデカメチルシクロペンタシロキサンの混合物）と混
合し、３６時間静置した。残油をブラックバンドフィルターを用いて膨潤した粒子から吸
収し、ろ紙中で少量のエタノールですすぎ、乾燥した。１４．７ｇの乾燥した白色粉末が
得られ、これは、強く押した場合、吸収された液体の一部をろ紙上に再び放出した。
【０１１６】
実施例１４：３－メタクリロイルオキシプロピルトリメトキシシランを含むＴＥＧＯ（登
録商標）ＲＣ７２６シリコーンアクリレートの粒子の表面改質
　実施例１の９．９ｇのシリコーンアクリレート粒子を１３．１ｇのメタノール中で撹拌
し、ペーストを形成した。このペーストに、０．５ｇの３－メタクリロイルオキシプロピ
ルトリメトキシシラン（Dynasylan（登録商標）MEMO、Evonik Degussa GmbH）および２滴
のギ酸を添加し、この混合物を完全に混合した。一晩静置した後、揮発性成分をオイルポ
ンプ真空中、５０℃で回転蒸発により除去した。
【０１１７】
実施例１５：ＴＥＧＯ（登録商標）ＣＡＲＥ　ＰＬ４および乳化剤としてのラウリル硫酸
ナトリウムを含むＴＥＧＯ（登録商標）ＲＣ７２６シリコーンアクリレートの粒子分散液
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　５ｌのビーカー中において、９６８ｇの脱塩水を、７５ｇのＴＥＧＯ（登録商標）ＣＡ
ＲＥ　ＰＬ４（非イオン性乳化剤、Evonik Goldschmidt GmbH）および７．５ｇのラウリ
ル硫酸ナトリウムと混合し、撹拌を用いて均質化した。４５０ｇのＴＥＧＯ（登録商標）
ＲＣ７２６を添加し、この混合物を、２００ｒｐｍで１時間、ミゼルディスクでの撹拌に
より予備乳化した。
【０１１８】
　得られた予備エマルジョンを圧力８００ｂａｒで、直径２００μｍの相互作用室を有す
るホモジナイザーに通すことにより均質化した。
【０１１９】
　１３４０ｇの得られたエマルジョンを、５０ｇの脱塩水中の３３ｇのペルオキソ二硫酸
アンモニウムと４ｌの四つ首フラスコ中で混合し、３０分間にわたり精密なガラス撹拌機
を用いて撹拌しながら勢いのよい窒素流でパージした。２５０ｇの温めた脱塩水中の１２
７ｇのリン酸水素二ナトリウム二水和物および７．１ｇの硫酸水素ナトリウム溶液（３８
重量％、水性）の溶液を添加し、反応混合物をさらに１時間、窒素下で撹拌した。一晩静
置した後、反応混合物を、２３０μｍファーストシーブ（fast sieve）を通してろ過し、
得られたろ液はシリコーンアクリレート粒子分散液であった。
【０１２０】
実施例１６から１９、比較例Ｃ１およびＣ２：使用例、化粧品
　比較例Ｃ１およびＣ２として、対応するエマルジョンを、シリコーンアクリレート粒子
を用いずに調製する。
【０１２１】
　実施例１６および１７は水中油型のエマルジョンであり、実施例１８は油中水型のエマ
ルジョンを表す。。
【０１２２】
　使用する顔料は実施例１９（日焼け止め）では二酸化チタンとしたが、二酸化チタンと
組み合わせた通例の酸化鉄を実施例１８（ファンデーション）で使用した。比較例Ｃ２は
、顔料を含有する配合物での本発明の粒子の使用によって達成し得る感覚上の利点を立証
するのに特に役立つ。
【０１２３】
　実施例エマルジョン１６およびＣ１において、エマルジョンをホット－ホット（hot－h
ot）プロセス（油および水相は通例の方法によって７０から７５℃で均質化された）で調
製した。
【０１２４】
　実施例エマルジョン１７は、問題なく、本発明の粒子を撹拌して低温度で調製可能なエ
マルジョンにすることもできることを示している。この場合、油および水相を室温で混合
し、通例の方法で均質化する。
【０１２５】
　実施例エマルジョン１８は、室温においてコールド－コールド（cold－cold）プロセス
で調製した。この場合、最初に油相を均質化し、次いで水相をゆっくり撹拌しながら添加
した。水の添加が終わった後、混合物を再び均質化した。
【０１２６】
　実施例エマルジョン１９の場合においては、８０℃に加熱した油および水相を混合し均
質化することにより、ホット－ホットプロセスで調製を実施した。
【０１２７】
　一般的に、実施例は、本発明の粒子は、油相に直接添加することができること（例えば
、実施例１８におけるように）、あるいは仕上がったエマルジョンに後で組み込むことが
できること（実施例１６または１７におけるように）を示している。
【０１２８】
　実施例の配合物組成および比較例の配合物組成が、以下の表１から４に記載されている
。
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【０１２９】
【表１】

【０１３０】
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【表２】

【０１３１】
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【表３】

【０１３２】
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【表４】

【０１３３】
　使用実施例は、本発明のシリコーン（メタ）アクリレート粒子は、安定した化粧品配合
物に組み込み得ることを示している。これらの粒子の使用によって、実施例エマルジョン
の安定性および外観が低下することなく、化粧品配合物の感覚的な特性が著しく改善され
る。より詳しくは、複合粒子の組み込みによって、ビロードのような、絹のような、乾き
がより少なく、より粗くない皮膚感触がもたらされる。
【０１３４】
　より詳しくは、シリコーン（メタ）アクリレート粒子は、それらが顔料を含む配合物の
一般的にいくらか粗い皮膚感触を著しく改善するので、顔料と一緒の配合物での使用にも
適する。
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